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○ 遺 跡 名　新田柵跡（北小松遺跡）

○ 所 在 地　大崎市田尻北小松ほか

○ 調査主体　宮城県教育委員会

○ 調査担当　宮城県教育庁文化財保護課

○ 調査理由　経営体育成基盤整備事業田尻西部地区

○ 調査期間　平成20年5月9日～11月末日（予定）

○ 調査面積　約3,300㎡（10/11現在）

○ 調査協力　大崎市教育委員会　

　　　　　　 宮城県大崎地方振興事務所

　　　　　　 江合川沿岸土地改良区

　現在、田尻西部地区では、水路や農道を整備して水田の規模を大きくする「ほ場整備事業」が進められていま

すが、この区域には、新田柵跡（古代）や北小松遺跡（縄文時代）などの遺跡が分布しています。そのため、工事の

前に新しく造る「水路」や「農道」部分(工事によって遺跡へ影響が及ぶ地点)を対象に、平成19年度から本発掘

調査が行われています。今年度は２年目にあたります。

　今回の調査区とその周辺は、大崎平野北辺の清滝丘陵から木の枝のように分かれる低い丘陵の縁辺と、それ

らに囲まれた沖積低地にあります。

　本調査区の東方の丘陵部には、奈良・平安時代の城柵・官衙（役所)で有名な新田柵跡があります。また南東

の丘陵の愛宕山遺跡・諏訪遺跡、南の丘陵部の宮沼遺跡には古代(奈良・平安)の土器類が散布しているので、集

落などが点在していた可能性があります。

　また本調査区の南の沖積低地には縄文時代晩期の北小松遺跡があります。この遺跡は1957年の開田工事の

際に縄文時代の「人骨」や当時の人々が食料にしたシジミやタニシなどの貝類、多数の縄文土器類が発見されて、

注目されるようになりました。さらに平成16年度の宮城県教育委員会、平成17年度の旧田尻町教育委員会、そ

して昨年度の調査の結果から、この現在の沖積低地には縄文時代晩期に沼地が広がっており、その沼地を囲む

ようにして広がる低丘陵上や微高地上に、近接して多くの集落が営まれ、それらが短い時間幅で存在していたと

いう、ごく稀で貴重な事例となることが明らかとなりました。

　

２．調査区の立地と周辺の遺跡（第１図）

１．はじめに

新 田 柵 跡（北 小 松 遺 跡）
大　崎　市

【調査要項】

平成２０年１０月１１日（土）午前１０：３０～

平成２０年度発掘調査現地説明会

出土した縄文時代の遺物

土器 最も多く出土しました。深鉢・台付浅鉢・壺などの種類があります。これらの中には黒や赤の漆を塗った

ものもあります。

土製品 土偶があります。全般に女性を表現したものが多く、安産の祈願や、自然の豊かな恵みを祈るなどの宗

教的・信仰的な行為に用いられたとも考えられています。

石器・石製品 石鏃（矢の先端）・石匙（ナイフ）・磨製石斧（斧の刃）、勾玉（装飾品）、石棒（祭祀・呪術の道具）

などがあります。

動植物 低湿地で地下水位が高いため、シカやイノシシなどの骨や歯、木の枝や種実などが水漬けとなっていま

した。動植物は食料だけでなく、骨角製品や木製品へと利用されることもありました。
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Ⅰ層　表土

Ⅲ層　灰白色火山灰
　　（約1,100年前）

（縄文時代）

Ⅳ層　スクモ

Ⅵ層　黒色粘土など
　　【遺物包含層】

Ⅶ層　黒色粘土

Ⅸ層　青灰粘土

Ⅴ層　青灰粘土
　　　～シルト
　　　・砂など　　

遺物包含層 土器や石器などの遺物を含む土層で、黒っぽい色が特徴です。

土器が捨てられた穴です。 根が放射状に張っています。遺構　 自然の木

破片大

破片小※左半分だけ掘り
　下げています

幹

遺物集中

　今回の調査では過去の調査と同様に、縄文時代晩期（約2,500年前）の遺物包含層が多く発見されました。ま

たＥ-32区では縄文時代晩期のものとみられる土坑も発見されました。遺物は平箱に換算して61箱分ありますが、

奈良・平安時代の土器類（土師器・須恵器）や瓦は0.5箱とわずかで、ほとんどは縄文時代の遺物包含層から出土

したものです。

　縄文時代の遺物包含層から出土する遺物の多くは500円玉くらいの小破片で、斜面に沿って散らばっていま

した。これは近くの丘陵から調査区へと遺物が流れ込んできた状況を示していると考えられます。また、第２図の

遺物の分布と出土量をみると、現在の丘陵の縁辺部の調査区（Ｅ-1・25・32・36・37・54・64、D-41）から遺物

が多く出土する傾向がみられます。こうした状況から、遺物が多く出土した調査区近くの現在の丘陵上には、人

々の暮らしていた集落が広がっていたと考えられます。

　また集落の時期について、東側（Ｅ-25・32・36・37・54、D-41）の丘陵部では晩期であるのに対し、北西側

（Ｅ-1）では中期末～晩期（約2,500～4,000年前）、北東側（Ｅ-64）では前期（約6,000年前）となっています。

人々の暮らしていた場所は時期によって多少異なっていたようです。

　

３．調査の成果

第２図　調査区の配置・遺物の分布と出土量
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